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旅に生きた民俗学者宮本常一と『忘れられた日本人』

国際化や多文化社会の到来とともに “グローバル”とか“ボーダレス”ということ、

ばが生活のなかで日常語として定着しつつある現在、われわれ日本人にとって、生涯

を旅に生きた民俗学者宮本常一やその主著である『忘れられた日本人』に思いを馳せ

てみるのも、今日的に意味のあることではないでしょうか。

今回は、宮本常一とその著作や関係資料について取り上げてみました。

宮本常一
宮本常一は、明治４０(1907)年、山口県の周防大島の貧しい農家に生まれました。

このような中でも、宮本家では行商や旅芸人などをただで泊める善根宿をしていまし
ゼンコンヤド

た。貧しい者や困窮者に対する共感の念は、自身の性格もさることながら、このよう

な家庭環境で培われたものなのでしょう。幼少の頃、祖父から寝物語にたくさんの童

歌、民謡、昔話を聞いて育ち、長じて郵便局員、小学校教師を経て、昭和１４(1939)

年渋沢敬三の強い勧めで、彼が主宰するアチック・ミュージアム（屋根裏博物館）入

りを果たしました。それを機に本格的な旅から旅の生活が始まり、渋沢の「日本列島

の白地図の上に宮本の足跡を赤インクで印したら、日本列島は真っ赤になる 」との有。

名なことばがあります。

宮本は民俗学以外にも農業技術

や離島振興に関心を寄せ、佐渡鬼

太鼓の復活、八珍柿の産業化、周

防猿回しの復活にも尽力しました。

そして、民俗学以外の分野の研究

者にも大きな影響を与えました。

大学を退職後、故郷の周防大島

への郷土大学の設立に尽力しまし

たが、昭和５６(1981)年７３歳で

亡くなりました。

『忘れられた日本人』
この著作は宮本の代表作といわれています。今から一昔前の古老とよばれる人々か



らの採訪調査の記録を主としたものです。福島県の篤農家一人を除けば、対象はすべ

て西日本の出身者です。職業も篤農家、漁師、農民、渡り大工、牛の仲買人など様々

で、宮本に記録されなければ永遠に忘れ去られたはずの、かつての日本のどこにでも

見られた庶民とよばれる人々の伝承の記録です “あとがき”の「今老人になっている。

人々が、その若い時代にどのような環境の中をどのように生きて来たかを描いて見よ

うと・・・、現在につながる問題として、老人たちのはたしてきた役割を考えて見た

くなった・・・」ということばが印象に残ります。

ちょっといい話（概略）『忘れられた日本人』
奥三河の名倉に採訪に行ったときの話である。集まってくれた老人が万歳峠の話をし◇

てくれた。出征の時、村から山をこえて出て行くのにその峠の頂上で万歳をし別れの挨

拶をすると、出征兵はすぐ下の茂みに隠れて見えなくなってしまう。名残を惜しむとい

う風情が少しもない。それで別れの場所を少し手前にした。挨拶、万歳をして出征兵は

ふりかえり、ふりかえり見送りの人々と別れたという。その短い時間は生死もどうなる

のかわからない人々とその家族にとっては、つかの間のひとときであったのだろう。

～同書「村の寄りあい」より万歳峠の話～

ある男性は非常に働きものである。自分のたんぼの前の家の灯りがついていれば夜の◇

９時頃まで働くことがある。その男性はその家を夜の遅い家だと思っていたのだが、彼

が遅くまで仕事をしやすいようにと、その家は灯りをつけていたのだということが、あ

る老婆の話によって知らされる。老婆の話がなければ、それは永遠に知られなかった事

実である。少し前の日本では、あえて語らずとも、このような助け合いの精神はいきて

いたのである。 ～同書「名倉談義」より～
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※ このリストは県立図書館で所蔵している資料の一部です。

資料と所蔵館

前記「関係資料」のそれぞれの資料の末尾に所蔵館が記載されていますが、ご覧い

ただいたとおり、宮本常一に関する資料でも所蔵館が異なります。それは図書館が著

（ ） 。 、作物を主題 内容 によって分類をしているからです 宮本常一は民俗学者ですから

彼の著作の多くは民俗学として社会科学分野の民俗学に分類されます。しかし、彼の

生涯やその人物についての著作物は伝記として歴史の分野に、また地誌関係の著作は

地理の分野に分類されます。

このような関係で、社会科学を分担する浦和図書館と歴史地理を分担する熊谷図書

館とに関係資料が分かれて所蔵されることになります。
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神奈川県図書館協会図書館評価特別委員会編『公共図書館の自己評価入門』

日本図書館協会 2007（013.5ｺｳ）

東亜同文書院編 愛知大学 2006（292.2ﾄｳ）『東亜同文書院大旅行誌 1～33』

－『東亜同文書院大旅行誌』について－《新着資料から》
東亜同文書院は、明治３４(1901)年に中国の上海に日本

人によって設立された高等教育機関で、戦前海外に設立さ

れた高等教育機関としては最も古く、昭和１７(1942)年大

学として格上げになりました。日本人学生には徹底した中

国語教育が行われ、日中に貢献する多くの逸材が育ってい

ます。

学生たちは卒業記念として中国各地へ数ヶ月に及ぶ大旅

行を試み 『東亜同文書院大旅行誌』として毎年単行本と、

して出版されました。当時の中国の実情を伝えるものとし

て非常に貴重な資料です。

なお、東亜同文書院は日本の敗戦により中国からの撤退

を余儀なくされましたが、戦後関係者の尽力によって愛知

大学として再生創立されました。

－「総記」について－図書館の言葉

我が国の公共図書館のほとんどは、資料の分類に「日本十進分類法」を使っていま

す。最も大きな単位である１０分類（類目）は表のとおりですが、県立３館で熊谷図

書館が受け持っているのが０類・１類・２類です。１、２類の哲学・宗教、歴史・地

理は誰でもお分かりのこと

分類 ０ １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ですが、０類の総記とは何

主題 総記 哲学 歴史 社会 自然 工学 産業 芸術 語学 文学なのでしょう。

宗教 地理 科学 科学 技術「総記」という言葉自体

は図書館専門用語ではあり

ませんが、図書館での「総記」とは次のようなものです。

－主題がいくつかの類、またはすべての類にまたがる総合的な内容を持つ資料、な

、 、 、 、 、らびにどの類にも属さない資料のことで たとえば 百科事典 一般論文集 新聞

叢書などをいう。－【図書館用語辞典】より－

 


